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１．研究計画の概要 

本研究は，放射性廃棄物処分の内，最も緊
急性の高い余裕深度処分に資する研究・技術
開発である．具体的には，処分施設内におけ
るコンクリート系材料との共存環境を模擬
して，バリア材となるベントナイト系緩衝材
の膨潤圧・膨潤変形特性に関する実験を行い，
ベントナイト系緩衝材の仕様設計に資する
データベースを構築すると共に，乾燥密度や
寸法，材料選定などの仕様設計が可能な実用
的な理論評価手法の構築を行う． 

 
２．研究の進捗状況 

平成 20 年度は，粉体ベントナイト数種類
を対象に，供給する水溶液に 4 種類の濃度に
調 整 し た 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液
（0.001mol/L(pH11 相当)，0.01mol/L (pH12
相当), 0.10mol/L (pH13 相当), 1.00mol/L 
(pH14 相当)）を使用し膨潤圧・膨潤変形特性
について実験データの取得を行った．その結
果，pH13 以下の高アルカリ環境においては，
ベントナイトの膨潤圧・膨潤変形特性に対し
影響が極めて小さいという結果が得られた．
一方，pH14 の条件では，膨潤圧および膨潤
変形とも，低下傾向にあることが認められた． 
平成 21 年度は，余裕深度処分施設を想定

して，実際に緩衝材として利用が有力視され
ている粒状ベントナイト GX（クニミネ工業
製・クニゲル GX）に対して，コンクリート
共存下を念頭においた膨潤圧・膨潤変形特性
試験を行った．コンクリートとの共存を想定
した高 pH 環境を模擬することを目的に，供
試体に供給する水溶液として NaOH 溶液，
KOH 溶液および Ca(OH)2溶液を用い，高塩
濃度溶液として NaCl 溶液および CaCl2溶液

を用いた．供給溶液の濃度 0.02M(pH12.5 程
度)の溶液を用いた最大膨潤圧と初期乾燥密
度の関係は，蒸留水を用いた最大膨潤圧と比
べ，全ての種類の供給溶液においてほぼ同程
度発生していることなどが明らかになった． 

平成 22 年度は，コンクリート溶脱模擬水
溶液を用いた高アルカリ変質ベントナイト
の作製と膨潤特性に関する実験的調査を行
った．新たな処理方法を考案し，人工バリア
におけるベントナイト系緩衝材と長期間の
コンクリート溶脱水との共存を模擬するた
めの高アルカリ変質ベントナイトの作製に
成功した．また，作製した模擬高アルカリ変
質ベントナイトの膨潤圧特性について，実験
的検討を行いコンクリート系材料との長期
共存環境において起こりうる，Na 型ベント
ナイトの Ca 型に伴う膨潤特性の低下に関し
て，膨潤圧特性においては影響が小さいこと
が推察された． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
（理由） 
ベントナイトの膨潤特性の調査や変質を

生じさせる実験的作業には時間が要するも
のの，当初計画した通りに進んでいる． 
 
４．今後の研究の推進方策 
当初の計画通りの実験条件で研究を進め

ると共に，現在までに取得してきた研究成果
を総括して，研究全体の成果としてまとめて
いく． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に



は下線） 
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